
H30年９月大淀川支流内水氾濫発生H30年９月大淀川支流内水氾濫発生
台風24号の北上に伴い、9月29日の夜から9月30日の昼にかけて強い雨域がかかり、

1～3時間の短時間に記録的な雨量を観測し、河川水位が上昇し、大淀川岳下、本庄
川嵐田、深年川太田原水位観測所では「はん濫危険水位」を越えました。
なお、この降雨により大淀川支川の瓜生野川、瓜田川、江川、飯田川沿川におい

て多くの内水被害が発生しました。

国、県、市の関係機関が一堂に会し、平成３０年９月台風２４号による内水被害
に関し、その浸水状況や要因等を共有し、専門的な知識を有する学識者から指導・
助言を得ながら、家屋の浸水被害軽減に向けた今後の対応について検討。

台風２４号大淀川内水被害に関する検討会を発足
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H30内水被害における問題点と対応H30内水被害における問題点と対応
（問題点）
●大淀川水系では平成２８年度から平成３２年度までに水防災意識社会再構築ビ
ジョンの取り組みを実施するようになっているが、地元説明会での意見を見る
限り、水防災意識（「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生する」事を前
提）の意識が高められていない。

●内水と外水は異なるもので、内水氾濫の仕組みが住民に理解されていない。
●避難のタイミングや避難先は、地区により異なる。
●過去の水害がバイアスになって避難行動につながっていない。（水害リスクが
住民へ伝わっていない可能性）

●計画規模を上回る雨が降る事を前提に「自分の命
は自分で守る」ために水防災意識社会を再構築する。
（ハードとソフトの両輪で対策を進める。）

●地域防災力の向上のため、行政は国・県・市で連
携し、住民への出前講座、防災学習等を進める。

●水防情報を関係機関で共有するための仕組みの強
化を図っていく。

各水系の水ビジョン協議会へ「内水
対策」取組を追加し、対策を進める。
各水系の水ビジョン協議会へ「内水
対策」取組を追加し、対策を進める。

平成30年台風24号
大淀川の内水被害に
関する検討会を踏ま
えた今後の対応方針
より

水系毎「減災に係
る取組方針」に
「内水対策」加え、
毎年のフォロー
アップを実施する。

本格的な台
風シーズン
を前に【7
～8月】、
水ビジョン
関係の実務
担当者会議
を開催予定。

 沿川機関への展開

 具体的な内容・進
め方の共有

（対応）
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平成 30 年台風 24 号 大淀川の内水被害軽減に向けた取り組み 

主な取組項目 国 県 市 

１．ハード対策 

A：内水被害の軽減対策 

・河川整備計画に基づく河道掘削 

 

 

H31 年度～ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

B：監視体制の強化 

・監視モニターの設置及び水位計の設置 

・内水監視員制度による監視体制の確保 

 

－ 

－ 

 

H31 年度～ 

－ 

 

－ 

継続実施 

C：大型ゴミ対策 

・大型ゴミ用スクリーン設置（瓜生野川、江川） 

 

H31 年度～ 

 

－ 

 

－ 

２．ソフト対策 

A：施設操作の徹底 

・河川管理施設の操作人への説明会の実施 

・アラームメールで通知するシステムの活用 

B：施設操作情報の提供 

・パトライト設置 

・情報提供方法の改善 

C：地域防災力の向上 

・防災訓練等の充実を図るための支援を実施 

・住民の水防災意識の向上（出前講座、防災学習、シンポジウム等）

・ため池管理者への協力体制の確保 

 

継続実施 

H31 年度～ 

 

H32 年度以降

継続実施 

 

継続実施 

継続実施 

－ 

 

継続実施 

－ 

 

H32 年度以降

継続実施 

 

継続実施 

継続実施 

－ 

 

継続実施 

－ 

 

－ 

継続実施 

 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

３．維持管理 

A：河川内巡視・点検の徹底、堆積土砂撤去・樹木伐採 

・河道内の土砂撤去・樹木の伐採等 

B：施設管理の徹底 

・不法係留船対策の強化 

 

H31 年度～ 

 

継続実施 

 

H30 年度～ 

 

継続実施 

 

H30 年度～

 

－ 

４．災害後の支援体制 

A：災害後の生活基盤の早期復旧 

・生活再建等の支援策について対応方法の再確認 

 

－ 

 

－ 

 

継続実施 

５．危機管理 

A：早期避難の促進・啓発 

・ハザードマップを活用した早期避難の促進・啓発（出前講座、防

災学習等） 

B：情報発信・共有 

・関係機関で共有するための仕組み（タイムラインの活用、マスコ

ミとの勉強会、地域防災コラボチャンネル等）の強化 

・災害時の情報発信・共有方法について再確認 

 

継続実施 

 

 

H31 年度～ 

 

継続実施 

 

継続実施 

 

 

H31 年度～ 

 

継続実施 

 

継続実施 

 

 

H31 年度～

 

継続実施 

※継続実施：これまでに既に実施されている項目であるが、検討を進め、更なる強化・改善を図る。 
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